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く
ら
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

相
談

交
通
・
消
防

住
ま
い
・
環
境

福
祉

子
育
て

文
化
・
教
養

※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（塩原1-2）

庁
舎
名お知らせ掲示板

　
く
ら
し

今月のテーマ

　
ネ
ッ
ト
な
ど
で「
初
回
実
質
0
円
」な

ど
通
常
価
格
よ
り
低
価
格
で
購
入
で
き

る
こ
と
を
広
告
す
る
一
方
で
、
定
期
購

入
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
健
康
食
品
や

飲
料
、
化
粧
品
の
通
信
販
売
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

①�「
お
試
し
」の
つ
も
り
で
申
し
込
ん
だ

が「
定
期
購
入
が
条
件
」だ
っ
た
。

②�

解
約
を
申
請
し
た
ら
通
常
価
格
で
購

入
す
れ
ば
可
能
と
言
わ
れ
た
。

③�

電
話
が
不
通
で
解
約
で
き
な
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・�「
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
な

い
か
」な
ど
契
約
内
容
を
確
認
す
る
。

・�「
解
約
・
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
」な

ど
解
約
条
件
を
よ
く
確
認
す
る
。

・�

事
業
者
に
連
絡
し
た
記
録
を
残
す
。

・�

解
約
の
ト
ラ
ブ
ル
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「お試し」の
つもりが

「定期購入」に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 （
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎（
63
）７
９
０
０

 

開
設
時
間

 

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

ま
れ
た
も
の
の
中
か
ら
ま
だ
使
え
る
も
の
を

清
掃
・
修
繕
し
、
安
価
で
提
供
し
ま
す
。

▼
展
示
・
申
込
期
間

　
2
月
5
日
㈪
～
16
日
㈮

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

▼�

展
示
場
所　

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
管
理
棟
1
階

▼�

販
売
品　
自
転
車
や
タ
ン
ス
、テ
ー
ブ
ル
、

金
属
ラ
ッ
ク
な
ど
の
家
具　
75
品

▼
対
象　
市
民

▼
販
売
価
格

　
1
品
１
０
０
円
～
３
千
円
程
度

▼�

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出

※�

1
人
2
品
ま
で
と
し
、
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

※�

抽
選
会
は
、
2
月
23
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
1

階
で
行
い
ま
す
。

〈
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
来

ら
れ
な
い
場
合
〉

　
平
日
の
み
、
次
の
窓
口
で
も
再
生
品
の
カ

タ
ロ
グ
を
用
意
し
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

▼�

閲
覧
・
申
込
窓
口　

環
境
対
策
課
、
西

再
生
品
を
安
価
で
販
売
し
ま
す

合 計 116,527人 （ －27）

男 57,909人 （ －7）

女 58,618人 （ －20）

世 帯 46,625世帯 （ －3）

出 生 83人 転  入 265人

死 亡 105人 転  出 270人

○1月の人口

▶問い合わせ� 本市民課　☎（62）7132

1月1日現在 （ ）は前月比

市
民
福
祉
課
、
塩
総
務
福
祉
課
、
箒
根
出

張
所

〈
特
別
申
込
日
〉

　
2
月
18
日
㈰
に
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る「
消
費
生
活
と
環
境
展
」

（
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
）で
再
生
品
の
カ
タ
ロ

グ
を
用
意
し
、申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

〈
注
意
〉

・
代
理
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

・�

現
品
を
よ
く
確
認
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
後
日
の
ク
レ
ー
ム
や
返
品
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

・
配
送
は
行
い
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

☎（
68
）１
８
８
１

　
塩
原
温
泉
の
中
心
街
で
あ
る
門
前
・
古
町

地
区
を
中
心
に
、
地
元
有
志
が
思
い
を
込
め

て
製
作
し
た
約
千
本
の
竹
灯
籠
が
、
温
泉
街

の
あ
ち
こ
ち
に
並
び
、
夜
の
温
泉
街
に
幻
想

的
な
明
か
り
を
と
も
し
ま
す
。

▼
と
き　
２
月
28
日
㈬
ま
で

　
　
　
　
午
後
5
時
～
9
時

▼
と
こ
ろ　
塩
原
温
泉（
門
前
・
古
町
ほ
か
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
温
泉
観
光
協
会�

☎（
32
）４
０
０
０

塩
原
温
泉
　
竹
取
物
語

　

市
内
の
情
報
を
交
換
・
共
有
し
な
が
ら
、

楽
し
く
市
内
の
子
育
て
情
報
マ
ッ
プ
を
制
作

す
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼�

と
き　
２
月
13
日
㈫
・
28
日
㈬
・
３
月
23

日
㈮　
午
前
11
時
～
午
後
2
時

▼
と
こ
ろ　
東
那
須
野
公
民
館

▼
対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
マ
マ

※
全
回
出
席
で
き
る
人
。

▼�

参
加
費　
各
回
千
円（
昼
食
代
）

▼�

定
員　
15
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

子
育
て
情
報

マ
ッ
プ
制
作
メ
ン
バ
ー
募
集

※
１
～
３
歳
の
無
料
託
児
あ
り
。

▼�

申
込
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

▼�

申
込
期
限　
２
月
6
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

�

☎（
62
）７
１
２
８

農業に関心があり、労働意欲の旺
盛な市民がシルバーファーマーと
して農業に従事する制度です。「養
成支援塾」と「登録制度」の2つから
成りたっています。

　

数
年
前
か
ら
自
己
流
で
家
庭
菜
園
を
始

め
、
定
年
後
は
農
業
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
い
農
業
公
社
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
支
援
塾
の
話
を
聞
き

応
募
し
ま
し
た
。

　
支
援
塾
で
は
、
机
上
研
修
で
野
菜
栽
培
の

基
本
を
学
び
、
農
場
研
修
で
実
際
に
野
菜
栽

培
を
し
な
が
ら
机
上
研
修
の
復
習
や
応
用
な

ど
の
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
初
め
て
の
事
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
す
が
、
講
師
か
ら
き
め
細
や
か
な
指
導

を
い
た
だ
き「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と

な
の
か
」と
関
心
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、他
受
講
生
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
楽
し
く
有
意
義
な

研
修
が
で
き
ま
し
た
。

　
個
人
農
場
で
は
、
他
受
講
生
と
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
、
研
修
の
復
習
を
兼
ね
て
野
菜

の
栽
培
を
実
践
し
た
り
、
家
庭
菜
園
で
は

作
っ
た
こ
と
の
な
い
野
菜
も
栽
培
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
農
家
で
の
実
習
で
は
、
定
植
・
間
引
き
・

収
穫
な
ど
を
体
験
し
、
そ
の
仕
事
内
容
や
農

農
　
家

農
業
公
社

シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー

①情報
　登録

②人材
　登録

・
新
規
就
農

・
就
職

・
農
園
利
用

③両者で相談・協議

④雇用契約

第7期受講生  遠藤 さん

シルバーファーマー登録制度

受講後

養成支援塾

受講生の声

養成支援塾 修了生の今

■シルバーファーマー制度とは

「
定
年
後
は
農
業
に
携
わ
り
た
い
」

「
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
」

業
を
持
続
さ
せ
る
大
変
さ
、
厳
し
さ
を
体
感

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
支
援
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
家
庭
菜
園
を
楽
し
み
な
が
ら
農
業
に
関

わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
兼
業
で
水す
い
と
う稲
農
家
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
野
菜
作
り
の
基
礎
を
学
び
た
く

て
シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
を
受
講
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
６
月
～
１
月
中
旬
ま
で
週
４

回
１
日
３
時
間
、
店
頭
で
販
売
す
る
ク
レ
ソ

ン
の
袋
詰
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。」

　
こ
の
農
家
で
は
、
女
性
２
人
で
ク
レ
ソ
ン

の
収
穫
・
出
荷
・
調
整
作
業
を
し
て
お
り
、

男
手
と
し
て
大
変
重
宝
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。「
こ
の
農
家
に
手
伝
い
に
来
て
２
年
目
。

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
と
の
思
い
で
仕
事
に

来
て
い
ま
す
。
今
後
も
で
き
る
限
り
役
に
立

ち
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

シルバーファーマー養成支援塾受講生募集
▶とき　4月～12月の日曜（月2～3回、全20回）
　午前9時～午後1時（前半：農場研修、後半：机上研修）�
▶ところ　県農業試験場黒磯農場（埼玉9－5）
▶�対象　農業に関心があり、労働意欲が旺盛で、受講
後に引き続き農業を行いたい市民
▶定員　20人
▶内容　
○�机上研修　野菜栽培（根菜類・果菜類・葉菜類）の基
本、土壌作り、病害虫防除、雑草防除、植物生理など

○�農場研修　農業機械の操作、土壌作り、農場作り、
野菜類の播種、定植・栽培・収穫、農場管理など
○�実地研修　野菜栽培農家での実践的な作業
▶参加費　5,000円（保険料・テキスト代）
▶�申込方法　受講申込用紙に必要事項を記入し、次の
窓口で申し込み（応募者が多い場合は選考）
▶申し込み・申込用紙配布場所　市農業公社、 産業
　観光建設課、 産業観光建設課、箒根出張所
▶申込期限　2月28日㈬

農
　
家

市
　
民

農
業
公
社

①募集

②応募

③研修

④研修
　協力

シルバーファーマー養成支援塾

あなたも農業をしてみませんか
～市シルバーファーマー制度～ ▶問い合わせ

　市農業公社　☎0287（60）1283

クレソンの出荷・調整作業
　シルバーファーマー養成支援塾の
第４期生が、現在、東那須野の農家
で仕事をしています。




